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1．「地域ガバナンス論」とはなにか
　農村地域には，多様な問題が発現している。それ
は，従来もっぱら議論されてきた経済的領域のみなな
らず，生活，医療，福祉，教育，文化の諸領域にまで
及ぶ。当然のことながら，そのような問題を解決・解
消，緩和するべき農村政策にも，こうした多様な問題
への対応が求められている。
　また，農村政策を動かすものとしては，いままでは
中央政府や地方政府（県，市町村）が当然の主体とし
て考えられていたが，地域住民やその自治組織，各種
の機能組織，さらには地域外の都市住民，NPO等の
多様な主体も公共領域にかかわり始めている。こうし
た状態は，近年「新たな公共」として，政府も注目す
るところとなっている。そして，このような動きは，
「ガバメソト（統治）」から「ガバナソス（協治）」へ
の転換として，知られているところである。
　このような政策の内容や主体に関する多様性を十分
に踏まえ，かつそれを各論としてのみではなく，体系
化・総合化した新しい地域論の構築が，国内はもとよ
り諸外国においても新たな課題となっており，それは
「地域ガバナソス論」（local　governance）と呼ぶこと
ができよう。
　本研究室ではこうした国内外に共通する新たなテー
マを，国内の地域を主な対象としつつも，そこに国際
比較の視点を入れて解明することを課題としている。
そのため，研究室名称も，「農村政策論研究室」から，
農業経済学科の食料環境政策学科への改称（2008年
度）を契機に，「地域ガバナンス論研究室」に変更し
た。
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2．　当面する研究課題
　本研究室では，この新しい学問領域である「地域ガ
バナソス論」の重要なトピックスとして，当面次の3
点の研究を進めている。
　第1は，最近の農村地域におけるガバナンスの新
たな主体として注目されている農村地域自治組織につ
いてである。自治組織は国内農村においては近年急速
に形成され，行政への参加や協働の拠点となっている
事例も数多く生まれている。こうした組織の機能，特
徴，性格そして課題について，各種の実態調査分析を
素材として議論する。また，欧米の農村自治組織（例
えばイソグランドのパリヅシュ）との比較検討も進め
る。
　第2に，農村ガバナソス時代の行政組織のあり方
についてである。農村政策が新しい体系を持つ時，行
政はその機能のみならず組織の編成替えも求められて
いる。そうした新しい行政のあり方を，EUにおける
現実を素材としつつ，わが国で進む地方分権を意識し
て，具体的な解明，提案を行う。
　第3のテーマは，新しい農村地域政策の国内フロ
ソティアとしての中山間地域政策（条件不利地域政策）
である。中山間地域では，その条件の不利性もあり，
新しいタイプの地域振興政策が試行されることが少な
くない。そのような特徴的な個別政策（例えば農水省
による中山間地域等直接支払制度）を対象として，そ
の地域ガバナソス視点からの成果と課題を論じる。
　このような「地域自治組織」「新しい行政組織」「条
件不利地域政策」は，農山村における地域ガバナソス
の実践的焦点でもあり，これらのトピックスの充実に
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より，総論としての地域ガバナソス論はさらに発展す
ることが期待される。
3．研究成果と今後の課題
　本研究室では，筆者（小田切）の赴任後（2006年4
月）以降，次の研究成果を公刊している（書籍のみ）。
①r中山間地域の共生農業システム』（農林統計協会，2006年，
　小田切徳美・安藤光義・橋口卓也著）
②r地域農業マネジメントの革新と戦略手法』（農林統計協会，
　2006年，高橋正郎等編）
③『これからの農協』（農林統計協会，2007年，生源寺屓一等
　編）
④　『実践・まちづくり読本』（公職研，2008年，大森彌・小田
　切徳美等著），
⑤r日本農業一2005年農業センサス分析一』（農林統計協会，
　2008年，小田切徳美編著）
⑥中国県級市農村発展研究（長三角篇）一江蘇省句容市農村
　経済発展的戦一（中国農業出版社，2009年，趙亜夫，張安明
　主編中国語）
⑦『改革時代の農業政策一最近の政策研究レビュー』（農林統
　計出版，2009年，生源寺員一編）
⑧r農山村再生一「限界集落」問題を超えて一』（岩波書店，
　2009年，小田切徳美著）
⑨r現代のむら一むら論と日本社会の展望』（農文協，2009年，
　坪井イ申広・大内雅利・小田切徳美編著）
⑩rTPP反対の大i義』（農文協，2010年，宇沢弘文等著）
⑪『集落再生』（ぎょうせい，2011年，大西隆・小田切徳美・
　中村良平・安島博幸・藤山浩i著）
⑫r農山村再生の実践』（農文協，2011年，小田切徳美編著）
⑬r高宮町・地域振興会方式と高宮町長・児玉更太郎一自治に
　人あり一』（公人社，2011年，児玉更太郎・小田切徳美・沼
　尾波子・金井利之著）
　以上のなかで，本研究室における地域ガバナンス論
の体系を，農山村を対象に展開したものとして⑧があ
る。同書は，「ブックレット」形式の小論ではあるが，
今後準備されるテキスト（『地域ガバナソス論』を予
定）の概論となるものである。また，⑫は，地域の取
り組みおよび政策に関する応用編であり，これも包摂
されることとなろう。さらに，⑦では，政策研究の総
合的レビュー作業の中で，「農村地域政策」編の編集
と総括を担当した。そこで学界全体としての「農村政
策論」から「農村ガバナソス論」へのシフトを確認す
ることができる。
　研究室における，当面する取り組み課題として掲げ
た第1の「地域自治組織」研究としては，③，⑬が
あり，いずれも広島県旧高宮町（現安芸高田市）にお
ける取り組みからの知見をまとめたものである。研究
室が関わりを持つ約10箇所の国内地域研究サイトの
ひとつであり，修士論文の研究地域対象にもなってい
る。また，このテーマでは従来からの集落研究との接
続が重要であり，⑨，⑪がそれを意識している。集落
一地域コミュニティー地域自治組織の一体的な整理が
今後の課題である。
　第3の「条件不利地域政策」について，さしあた
りの日本国内政策の取りまとめとして　①と⑫がある
が，EUの取り組みとの本格的な比較検討は残されて
いる。2011年度の筆者の在外研究により，その充実
を図りたい。
　そして，研究室の取り組みとして立ち後れているの
が，第2の「新しい行政組織」研究である。これは，
「ガバナンス下のガバメソト」という一見する矛盾す
る研究テーマであるが，実は実践的な要請が最も強
い。別の言葉で言えば，多様な主体による「新たな公
共」が実践されている下での「古い公共」（行政）に
あり方の解明であり，「新たな公共」を，住民やNPO
組織への公共サービスの押しつけや安上がり行政の追
求としないためにも，詰められるべき喫緊の課題であ
る。今後の研究室の最優先テーマとなろう。
　以上の他にも，現在在籍する大学院生による研究と
して，「医療問題（公立病院再編）」「生活交通問題
（ディマンド型交通）」「NPOにより地域づくり」の各
研究が行われており，研究室における実態の認識を深
め，「ガバナンス」視点から地域研究の充実に貢献し
ている。
一86一
